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第４９８回：司会者はどこへ行った？ 

    

古今東西、絶対的な権限を掌握すると、独裁者は自らの目標達成と名声のみを追求し、その結果民草の

命を軽視するようになるのが世の習い。世間体を気にする見栄っ張りが多いのも独裁者の共通項で、気に

食わない部下がいれば即座に抹殺するし、命だけでなく記録からも抹消してしまう。 

スターリン時代のソ連に、ニコライ・エジョフという秘密警察・NKVD（エヌカーヴェーデー）の長官がいた。

スターリンによる“血の大粛清”を忠実に実行し、控えめに見ても数百万人規模の人民を虐殺した男だが、

罰が当たって自らも 1940年に粛清の対象者とされ処刑された。 

エジェフの全盛期には、彼がスターリンと並んで川辺を散歩する有名な写真があったのだが、いつの間

にかスターリン右横に並ぶ彼の姿が写真から消えてしまった。 

イタリアにも同じような話がある。イタリアの国家ファシスト党を率いたムッソリーニ統領は肥満体であった

こともあり、乗馬が苦手であったらしい。 

ムッソリーニの全盛期に撮られた彼の乗馬姿の写真は、彼が大型馬に跨り、右手の剣を高々と振り上げ

ているが、オリジナル写真では調教師が両手で手綱をしっかり押さえていた。 

ところが独裁者ムッソリーニはそれが気に入らなかったらしく、調教師の画像を画面から削除させた。 

 

ところ変わって東洋ではどうか。日本では帝国陸海軍時代に“大本営発表”のデタラメ報道が汚点として

残っているが、さすが写真や画像のようなセコい改竄は行わなかった。 

一方、中国では写真の改竄、もとい修整は過去伝統藝のように行われており枚挙に遑がない。 

中国の建国記念日は1949年10月1日、この日、毛沢東主席に付き従う指導者たちは天安門楼閣に登り、

毛沢東による建国宣言の立会人を勤め、その感動的情景は縦 2 メートル、横 4 メートルくらいの油絵“開国

大典”として中国国家博物館に所蔵されている。 

ところが“開国大典”は藝術作品ではなく、アルプス越えのナポレオンと似た一種の政治的記録のようで、

過去何度も改竄、もとい修整が加えられている。 

建国宣言する毛沢東を高崗・宋慶齢・劉少奇・周恩来・林彪・朱徳等の指導者が取り囲む画像だが、54 年

に高崗（国家計画委員会主席）が「反党集団の首領」として失脚すると、右端に立つ彼の画像が消えた。 

1966年に文化大革命が勃発し、劉少奇（国家主席）が失脚すると、彼の姿も 70年に削除が命じられた。 

この作品を描いた董希文画伯は当時末期癌で体力が衰え果てており、同じく画家であった長男が代わり

に作業すると申し出たのだが、画伯は最期の力を振り絞り、劉少奇の画像を削除し、その隣に半身で佇立

する董必武（後に国家副主席）の右半分の姿を書き加え、消えた劉少奇のスペースを埋めたという。 

いまではオリジナルの姿に再復元されている“開国大典”だが、恣意的に削除や修正を命じられる画家も、

国家博物館の館長も気の毒だとつくづく思う。 

“消えたエジェフ”、“消えた調教師”、“消えた劉少奇”は恐怖の独裁体制下での椿事であり、いまの伊・露

ではそんな時代錯誤のトリックは見られなくなったが、隣の大国では昔の名残がまだ残っている。 
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今年2月6日は、中国で旧暦の1月2日。日本の新年と一緒で、中国の春節は家族団欒、茶の間で新年

のテレビ番組を楽しむのがお決まりだ。 

その日、北京衛星テレビは春節の特別番組から、「不倫騒動が持ち上がり、いま中国の藝能界で大騒ぎ

となっている人気俳優・呉秀波（ウー・シウポー）」の出演シーンを全てカットして放送した。 

呉秀波（50 歳）といえば三国志を魏の驍将・司馬懿の立場から描いた「三国志～司馬懿軍師同盟～」で、

人気絶頂の俳優。 

このドラマを制作中に皇后役の女優との関係が怪しいというウワサもあったのだが、いつの間にか立ち

消えとなり、それはそれで彼にとってラッキーであったが、運の悪いことに、正月番組の収録を終えてから、

彼の不倫がばれてしまった。 

しかも彼の役割はメーン司会者だ。困り果てたのは北京衛星テレビ。いまさらオールスターを再招集する

わけにもいかず、どのような形で放送にこぎ着けるのか、ずいぶん悩んだようだが、テレビ局の決断は何と

呉秀波が出演する全シーンのカットだった。 

司会者をカットして、どうやって番組を進行させるの？普通ならあり得ない状況だが、流石は世界 2 位の

経済大国。司会者不在をワイプ画面などで補完し、事情を知らない人が見れば、何ら違和感のない番組に

仕立て上げられており、視聴者を驚かせた。 

これによって中国の極めて高い放送技術が評価される一方、「犯罪者でもないのに、そこまでやるかね」

と呆れ返る声も多いようだ。 

もっとも、意地の悪い視聴者からは、「呉秀波の腕だけが残っていたシーンがある」、「画面の左側にいた

3人のダンサーが、右側にもいた」といった指摘もあったようだ。 

製作スタッフが不眠不休で改竄、もとい修整作業を急ぐなか、司会者の画像を削除した穴を埋めるために、

別の画像を張り付ける作業中のミスだったらしい。でもこれはご愛嬌、批判するのはヤボだ。 

習近平政権は、近年言論統制に情熱を傾けており、そのツールとしてデジタル経済下で大躍進を遂げつ

つあるネットサービス企業やシステム・インテグレーション企業等を活用して政権基盤を拡大しているが、

「沈黙は金」、「君子仰向け、もとい危うきに近寄らず」。民草は口を噤み、シニカルに眺めている。 

因みに中国メディアによると、この番組は当日の春節特番の中で最高の視聴率だったという。（了） 

文中の見解は全て筆者の個人的意見である。 

                              平成３１年２月８日  

筆者プロフィール 

杉野光男 

東洋証券株式会社 主席エコノミスト 

一橋大学商学部卒、 三菱信託銀行（現三菱UFJ信託銀行）入社、上海華東師範大学へ留学 

同行北京駐在員、上海駐在員事務所長、理事中国担当部長を経て、２００７年より現職 

著書  日本の常識は中国の非常識（時事通信社）、中国ビジネス笑劇場（光文社）等 
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ご投資にあたっての注意事項 

手数料等およびリスクについて 

① 株式の手数料等およびリスクについて 

・ 国内株式の売買取引には、約定代金に対して最大1.2420％（税込み）、最低3,240円（税込み）（売却約定代金

が3,240円未満の場合、約定代金相当額）の手数料をいただきます。国内株式を募集、売出し等により取得い

ただく場合には、購入対価のみをお支払いいただきます。国内株式は、株価の変動により、元本の損失が生

じるおそれがあります。 

・ 外国株式等の売買取引には、売買金額（現地における約定代金に現地委託手数料と税金等を買いの場合に

は加え、売りの場合には差し引いた額）に対して最大 0.8640％（税込み）の国内取次ぎ手数料をいただきます。

外国の金融商品市場等における現地手数料や税金等は、その時々の市場状況、現地情勢等に応じて決定さ

れますので、本書面上その金額等をあらかじめ記載することはできません。外国株式は、株価の変動および

為替相場の変動等により、元本の損失が生じるおそれがあります。 

②債券の手数料等およびリスクについて 

・ 非上場債券を募集・売出し等により取得いただく場合は、購入対価のみをお支払いいただきます。 

 債券は、金利水準の変動等により価格が上下し、元本の損失を生じるおそれがあります。外国債券は、金

利水準の変動等により価格が上下するほか、カントリーリスク及び為替相場の変動等により元本の損失が生

じるおそれがあります。また、倒産等、発行会社の財務状態の悪化により元本の損失を生じるおそれがありま

す。 

③投資信託の手数料等およびリスクについて 

・ 投資信託のお取引にあたっては、申込（一部の投資信託は換金）手数料をいただきます。投資信託の保有期

間中に間接的に信託報酬をご負担いただきます。また、換金時に信託財産留保金を直接ご負担いただく場合

があります。 

投資信託は、個別の投資信託ごとに、ご負担いただく手数料等の費用やリスクの内容や性質が異なるため、

本書面上その金額等をあらかじめ記載することはできません。 

 投資信託は、主に国内外の株式や公社債等の値動きのある証券を投資対象とするため、当該金融商品市

場における取引価格の変動や為替の変動等により基準価格が変動し、元本の損失が生じるおそれがありま

す。 

④株価指数先物・株価指数オプション取引の手数料等およびリスクについて 

・ 株価指数先物取引には、約定代金に対し最大 0.0864％（税込み）の手数料をいただきます。また、所定の委

託証拠金が必要となります。 

・ 株価指数オプション取引には、約定代金、または権利行使で発生する金額に対し最大 4.320％（税込み）、最

低2,700円（税込み）の手数料をいただきます。また、所定の委託証拠金が必要となります。株価指数先物・株

価指数オプション取引は、対象とする株価指数の変動により、委託証拠金の額を上回る損失が生じるおそれ

があります。 

ご投資にあたっての留意点 

 取引や商品ごとに手数料等およびリスクが異なりますので、当該商品等の契約締結前交付書面、上場有価証券

等書面、目論見書、等をよくお読みください。 


